
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜３月の予定＞ 

 日 行事等 日 行事等 日 行事等 日 行事等 日 行事等 

月 ２  ９ 学年末考査 16 生徒自宅学習日 23 集中学習補講 30 集中学習補講 

火 ３ 40 分授業 10 学年末考査 17 生徒自宅学習日／集中学習補講 24 集中学習補講 31  

水 ４  11 学年末考査 18 生徒自宅学習日 25 集中学習補講   

木 ５ 学年末考査 12 生徒自宅学習日／集中学習補講 19 終業式／集中学習補講 26    

金 ６ 中期選抜/登校禁止 13 テスト返却日 20 春分の日 27 集中学習補講   

※ 生徒自宅学習日（12日、16～18日）… 通常の授業はありません。ただし、進学講習や部活動は予定されています。 

※ テスト返却日（13日）… 通常通りに登校してください。 

 

ついに年間最後の定期考査まで残り１週間となりました。 

定期考査前には、「ＰＤＣＡサイクル」をみんなに知らせ

実践してもらうべく、何度か紹介してきました。 

確認です。「ＰＤＣＡサイクル」は、もともとはビジネス界で生まれ

た用語で、「失敗を少なくする」「より良い製品を作る」ことが目的です。

その理念は、教育界でも活用されてきました。ＰＤＣＡは 1度で終わり

ではありません。「ＰＤＣＡサイクル」といわれるように、何度も実行

し、改善された計画を繰り返し評価することで、どんどん精度が高めら

れていきます。定期的にＰＤＣＡサイクルを回すことで、精度の高い計

画を練ることができるのです。 

高校に入学し、６回目の定期考査です。すでに、テスト前の家庭学習が増えてくる頃だと思いますが、洗練

された計画のもと、学習した成果を残し『有終の美』を飾りましょう。最高の結果を期待します。 

明日は卒業式です。この日、１年生は休業日となります。しかし、ウィンドアン

サンブル部のみなさんは、入退場や校歌斉唱の演奏のため、卒業式に参列します。

このように必ず誰かが支え（裏方）となっていることを知りましょう。 

さて一度、高校の１年間を振り返り、そして２年後の自分を描いてみましょう。 

これまでにも何度か話をしましたが、高校と中学校との大きな違いは、義務教育

であるかないかです。この１年の過ごし方を想像してみます。 

欠席が少なく真面目に授業を受け、成績不振科目もなく高校生活を送っている人は、違いに気付かず過ご

している一方、様々な特別指導や欠課時数に伴う警告を受けた人は、違いを感じ生活しているのでしょう。

個人差はあるものの、前者と後者には何らかの差があると思われます。 

例えば、考え方の差です。「意識」、「責任」というフレーズでも「参加意識」、「自己責任」など少し言葉を

加えることで明確な目標とうかがえます。ちょっとしたフレーズの差が大きな違いをもたらすと考えます。 

みなさんにとって、希望進路の実現や２年後の卒業のためにも、これから大切な高校生としての２年間が

待っています。まずは「自分がどうしたい、どうなりたい」など自問自答し、進路目標を明確にしましょう。 

そして、卒業時に「東舞鶴高校に入学してよかった」と思えるためにも、さらなる努力が必要となります。 

明日は３年生を祝福するとともに、みなさんの未来予想図の一つとして、過ごしてほしいものです。 

 １年合言葉 

『チーム東舞』 

『社会人意識』 

『学力伸長』 
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